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西郷菊次郎翁生誕160周年祭

菊次郎ミュージカル

第７回たつごうエッセイコンテスト結果発表

車いす使用者用駐車施設等の適正な利用

龍郷町空き家バンク制度
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2021

3 月号令和３年

龍郷町の人口　令和３年１月末現在(前年比)　3,123世帯（+16） 男2,909人（+４） 女3,117人（+22） 計6,026人（+26）
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龍郷町の話題
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龍郷町の話題

Tatsugo Town Topics

まだまだあります、町の話題！
　　　北方領土返還訴え

運動の輪を広めたい
北方領土返還要求運動奄美
島民議会のメンバーは各自
治体を表敬。約700名分の署
名が集まりました。

２.５ 　　　町内３団体表彰

あまみ地域づくり褒賞
県大島支庁福祉や文化など地
域産業に貢献する個人、団体
を毎年表彰しており、この度
たつごう在宅家族の会、中勝
どぅくさ会、秋名さねん花(写
真）が功績を讃えられました。

１.27　　　秋幾農業創成塾

今年も桜ライトアップ
コロナにより自粛が続く中、
ライトアップされた桜が道行
く人を楽しませていました。

１.31　　  龍郷町子ども博物学士

菊次郎翁について学ぶ
黒田敏隆氏（さつま町）によ
る講話の他、紙芝居やすごろ
くを用いて学びました。

２.11

世界自然遺産　奄美トレイル

龍郷町３コース 開通式　

　鹿児島県が奄美群島でコース設定を進めている、奄美トレイルの
龍郷町エリア開通式が行われました。龍郷町では①東シナ海の荒波
を眺めながら集落を歩く秋名・幾里・嘉渡・円・安木屋場コース②西
郷隆盛ゆかりの地をたどる安木屋場・龍郷・久場・瀬留・玉里コース
③絶景ポイントを巡るりゅうがく館・加世間峠・行盛神社コースの
３コースを住民とともに選定。開通式では県環境林務部の原口義明
次長が「このコースが地域住民に愛され、訪れる人を温かく迎えて
いただくことで、命が吹き込まれることと思います」とあいさつし
ました。また竹田町長は「各コースが自然と人との繋がりを感じ、地
域を誇りに思うきっかけになることを期待しています」と述べまし
た。式の後、各集落の代表、その他関係者等でコースの一部である
りゅうがく館から加世間峠までの約５㎞を歩きました。

１.９

主催：志塾・西郷塾　後援：龍郷町

西郷菊次郎生誕160周年祭

　龍郷集落小浜地区にある西郷隆盛二番目の潜居地
で行われた菊次郎翁生誕祭にて、菊次郎翁の遺徳を
しのび、功績を称えました。主催した志塾・西郷塾の久
保明雄塾長は「菊次郎翁の功績を語り継いでいきた
い」とあいさつした他、西郷隆盛のひ孫である島津典
子さん（千葉県）からは「龍郷町の人たちに深く感謝し
たい」とメッセージが届きました。奉納では、役場職員
が「Go！Go！たつごう」を歌った他、菊次郎ミュージ
カルのメンバーが、主題歌とダンスを披露。「いつか京
都や台湾で披露したい」と意気込みを語りました。
　西郷隆盛二番目の潜居地であるこの地は当時、郷
士格龍家の本家があり、龍佐民為行が相続人として
管理していました。菊次郎はこの地で誕生し、後に龍
郷集落白間地区（現：西郷南洲流謫跡）に移り住み、９
歳まで龍郷集落で過ごしました。

２.13

たつごう移住ガイドセンター

住もうディ！荒波龍美館内にオープン

　昨年春に着任した地域おこし協力隊の間弓祐
次郎さんと、森まゆみさんが相談員となり、移
住・定住の促進を図るたつごう移住ガイドセン
ター「住もうディ！」がオープンしました。移住
相談の需要拡大に対応するとともに、より地域
に溶け込んだ移住を促し、龍郷町の関係人口や
居住人口増加の活性化を図ります。間弓さんは
「空き家を探している人は多くいる。空き家バン
クの登録物件数を増やしたい。また、地域の文化
や暮らしぶりを伝えて、移住者と地域住民の双
方が住みよい町になるようにサポートしたい」
と語りました。（P12参照）

１.26

2020年農林業センサス調査員

農林水産大臣賞を受賞

重山末𠮷さん（𠮷𠮷木）は、2010年、201𠮷年、2020
年の３回に渡って調査員を務め、特に成績が優
秀であったとしてその功績が讃えらました。

東京オリンピック・パラリンピック

大会後、ワークショップ等の交流予定

龍郷町は２年前、東京オリ・パラにおける台湾
のホストタウンに登録。チャイニーズ・タイペ
イパラ委員会と大会後の交流事業実施に向け
た合意書の調印式をオンラインで行いました。

２.９

※新型コロナウイルス感染症の影響で、参加者を制限して実施しました。

※新型コロナウイルス感染症の影響で、参加者を制限して実施しました。



-3- Tatsugo

令
和
３
年

３
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

子
ど
も
医
療
費

助
成
金
制
度

男
女
共
同
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

農
業
者
年
金

Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題
Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題

Tatsugo Town Topics

まだまだあります、町の話題！
　　　北方領土返還訴え

運動の輪を広めたい
北方領土返還要求運動奄美
島民議会のメンバーは各自
治体を表敬。約700名分の署
名が集まりました。

２.５ 　　　町内３団体表彰

あまみ地域づくり褒賞
県大島支庁福祉や文化など地
域産業に貢献する個人、団体
を毎年表彰しており、この度
たつごう在宅家族の会、中勝
どぅくさ会、秋名さねん花(写
真）が功績を讃えられました。

１.27　　　秋幾農業創成塾

今年も桜ライトアップ
コロナにより自粛が続く中、
ライトアップされた桜が道行
く人を楽しませていました。

１.31　　  龍郷町子ども博物学士

菊次郎翁について学ぶ
黒田敏隆氏（さつま町）によ
る講話の他、紙芝居やすごろ
くを用いて学びました。

２.11

世界自然遺産　奄美トレイル

龍郷町３コース 開通式　

　鹿児島県が奄美群島でコース設定を進めている、奄美トレイルの
龍郷町エリア開通式が行われました。龍郷町では①東シナ海の荒波
を眺めながら集落を歩く秋名・幾里・嘉渡・円・安木屋場コース②西
郷隆盛ゆかりの地をたどる安木屋場・龍郷・久場・瀬留・玉里コース
③絶景ポイントを巡るりゅうがく館・加世間峠・行盛神社コースの
３コースを住民とともに選定。開通式では県環境林務部の原口義明
次長が「このコースが地域住民に愛され、訪れる人を温かく迎えて
いただくことで、命が吹き込まれることと思います」とあいさつし
ました。また竹田町長は「各コースが自然と人との繋がりを感じ、地
域を誇りに思うきっかけになることを期待しています」と述べまし
た。式の後、各集落の代表、その他関係者等でコースの一部である
りゅうがく館から加世間峠までの約５㎞を歩きました。

１.９

主催：志塾・西郷塾　後援：龍郷町

西郷菊次郎生誕160周年祭

　龍郷集落小浜地区にある西郷隆盛二番目の潜居地
で行われた菊次郎翁生誕祭にて、菊次郎翁の遺徳を
しのび、功績を称えました。主催した志塾・西郷塾の久
保明雄塾長は「菊次郎翁の功績を語り継いでいきた
い」とあいさつした他、西郷隆盛のひ孫である島津典
子さん（千葉県）からは「龍郷町の人たちに深く感謝し
たい」とメッセージが届きました。奉納では、役場職員
が「Go！Go！たつごう」を歌った他、菊次郎ミュージ
カルのメンバーが、主題歌とダンスを披露。「いつか京
都や台湾で披露したい」と意気込みを語りました。
　西郷隆盛二番目の潜居地であるこの地は当時、郷
士格龍家の本家があり、龍佐民為行が相続人として
管理していました。菊次郎はこの地で誕生し、後に龍
郷集落白間地区（現：西郷南洲流謫跡）に移り住み、９
歳まで龍郷集落で過ごしました。

２.13

たつごう移住ガイドセンター

住もうディ！荒波龍美館内にオープン

　昨年春に着任した地域おこし協力隊の間弓祐
次郎さんと、森まゆみさんが相談員となり、移
住・定住の促進を図るたつごう移住ガイドセン
ター「住もうディ！」がオープンしました。移住
相談の需要拡大に対応するとともに、より地域
に溶け込んだ移住を促し、龍郷町の関係人口や
居住人口増加の活性化を図ります。間弓さんは
「空き家を探している人は多くいる。空き家バン
クの登録物件数を増やしたい。また、地域の文化
や暮らしぶりを伝えて、移住者と地域住民の双
方が住みよい町になるようにサポートしたい」
と語りました。（P12参照）

１.26

2020年農林業センサス調査員

農林水産大臣賞を受賞

重山末𠮷さん（𠮷𠮷木）は、2010年、201𠮷年、2020
年の３回に渡って調査員を務め、特に成績が優
秀であったとしてその功績が讃えらました。

東京オリンピック・パラリンピック

大会後、ワークショップ等の交流予定

龍郷町は２年前、東京オリ・パラにおける台湾
のホストタウンに登録。チャイニーズ・タイペ
イパラ委員会と大会後の交流事業実施に向け
た合意書の調印式をオンラインで行いました。

２.９

※新型コロナウイルス感染症の影響で、参加者を制限して実施しました。

※新型コロナウイルス感染症の影響で、参加者を制限して実施しました。



Tatsugo -4-

令
和
３
年

３
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

子
ど
も
医
療
費

助
成
金
制
度

農
業
者
年
金

男
女
共
同
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

WeLove\Tatsugo/

WeLove\Tatsugo/

2021 夏公演予定・青少年ミュージカル

KIKUJIRO

小宿中2年　塩本　結愛さん

　私は、これまでの稽古でいろいろな事を学びまし

た。例えば、複式呼吸や響く声の出し方、踊るときのコ

ツ、表現方法などまだまだ沢山あります。指導者の太

郎さんや剣ちゃんに、ダンスの振付や演技指導もとて

も丁寧に教えていただいています。

　この、半年でも学ぶことは沢山ありましたが、まだ

まだ舞台に堂々と立つことは出来

ません。これからも、太郎さん

や剣ちゃん、高校生の先輩達

からいろんな事を学んだり、

体力を付けていくことが今の

私の目標です。

戸口小6年　宮山　來三さん

　僕が菊次郎ミュージカルに入ったきっかけは、お母

さんに勧められたからです。僕は、人一倍人見知りを

するので最初あまり気乗りしませんでした。でも、メ

ンバーは、優しい人達がたくさんいて、ダンスや歌も

楽しく、気がつくと練習に行く日を待ち望むように

なっています。僕に、「やってみれば！」と言ってくれ

たお母さんに感謝しています。

これからも、楽しんでダンスや

歌を頑張って行きたいです。

\ 担当者から聞く /
子ども達の成長の様子

　いよいよ今年の夏は、龍郷町青少年ミュージカル～KIKUJIRO～公演の年です!！
年明けの稽古では、演出家の松永太郎さんから「これからは舞台に立つ人としての
気持ち・感覚を持ち、今までの練習と切り替えて稽古に励みましょう」と指導を受
け、稽古に励みました。
　また先日は、義学さん（瀬戸内町）の大勝にあるサトウキビ畑で、「手刈りによ
るキビ収穫体験」を保護者と一緒に行いました。農家の清田一行さん(川内)、
議員の長谷場洋一郎さん（大勝）にキビ刈りの指導をしていただき、斧でキ
ビの根元部分から倒す、鎌（二又）で枯れ葉などを剥ぎ取る、先端を切る、
茎部分をひもで束ねる、それを肩に担ぎ運ぶなど、昔の奄美の人々の作業
を体験しました。参加したメンバーからは、「キビを担いで歩くのは、思っていたよ
り重くてバランスを取るのが難しかった」と話していました。今回の経験は、メンバーの演技
にも活かされると思います。 　　　　　　　　　　　　　　　龍郷町教育委員会　重田　美咲

よし  まなぶ

らいぞう ゆ　　な
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７
主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会
後援：奄美新聞社 / 南海日日新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

小・中学生部門 高校・一般部門 

「テゲテゲは魔法の言葉」

「次の世代へ」

「だれかのために」

「受けつがれてきたもの」

「私達の島唄」

「島口を残してゆくために」

「私の夢」

「母の鶏飯」

■ 最 優 秀 賞

■ 優 秀 賞

■ 佳 作

■ 特 別 賞

■ 最 優 秀 賞

■ 優 秀 賞

■ 佳 作

　
■ 特 別 賞

佐 竹 　 千 夏

森 田 　 羽 音

鈴 木 　 乃 衣

山 口 　 京 桜

平 山 　 怜 乙 名

小 池 　 花 音

豊 山 　 愛 乃

姫 野 　 楓 雅

赤徳中３年

龍瀬小６年

戸口小６年

戸口小６年

龍北中１年

龍北中１年

赤徳中２年

円小６年

「おー。んーまいなあ 」

「鶏飯代は僕が出す 」

「幸田さんちの子 」

「シマグチ 」

「島唄に教えられ
　　～私にとっての唄半学～」 

「いつかあなたの故郷へ 」

「スミヨランヤ～ 」

「キビ畑のススリ泣き 」

戸 澤 　 三 二 子

大 西 　 賢

幸 田 　 津 代 美

別 府 　 厚 生

森 　 惇

　
川 島 　 あ ゆ み

森 田 　 京 子

小 池 　 光 一

愛知県春日井市

東京都日野市

鹿児島県鹿屋市

龍郷町瀬留

千葉県松戸市

　
東京都西東京市

奄美市住用町

東京都渋谷区

敬称略

結 果 発 表

つ
な
げ
て
い
き
た
い
想
い
は
同
じ

実
行
委
員
長
　
竹
田
　
泰
典

　
今
回
の
テ
ー
マ「
島
唄
」「
鶏
飯
」「
奄

美
の
方
言（
シ
マ
グ
チ
）」に
一
般
の
部

１
８
４
点
、学
生
の
部
83
点
の
力
作
が

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。入
賞
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
作
品
集
に
収
め
ら
れ
た
作
品
は
、

奄
美
文
化
の
一
端
で
す
。文
化
と
い
う

言
葉
を
辞
書
で
引
い
て
み
ま
す
と
、

「
自
然
に
対
し
て
、（
中
略
）人
間
の
精

神
の
働
き
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
、

人
間
生
活
を
高
め
て
ゆ
く
上
の
新
し

い
価
値
を
う
み
だ
し
て
ゆ
く
も
の
」と

あ
り
ま
す
。

　
ま
さ
に
島
唄
や
鶏
飯
、シ
マ
グ
チ
は

人
々
の
生
活
を
高
め
価
値
を
う
み
だ
し

て
い
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
、ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て

「
危
機
言
語
」に
指
定
さ
れ
た
奄
美
語

（
奄
美
方
言
）は
、聞
き
慣
れ
な
い
人
に

は
理
解
す
る
こ
と
も
発
音
す
る
こ
と
も

難
し
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、標
準
語
に

は
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
温
か
さ
が
あ
り
、

時
に
心
の
支
え
に
な
る
一
面
を
作
品
の

中
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
、丁
寧
に
作
ら
れ
た
鶏
飯
が

多
く
の
人
の
心
を
温
め
、島
唄
か
ら
力

を
も
ら
い
前
へ
進
む
人
々
。生
き
た
文

化
、価
値
が
こ
こ
に
あ
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、

こ
の
文
化
の
価
値
に
自
ら
気
づ
き
、自

分
た
ち
が
引
き
継
い
で
い
く
の
だ
と
感

じ
て
い
る
こ
と
に
強
く
感
銘
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
は
ま
さ
に「
歴
史
と
文
化
を

つ
む
ぎ
未
来
へ
つ
な
ぐ
町
づ
く
り
」を

目
指
す
龍
郷
町
の
理
想
で
あ
り
、エ
ッ

セ
イ
と
し
て
発
信
で
き
る
こ
と
に
、こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
の
意
義
を
新
た
に
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
不
安
に
包
ま
れ
る
中
、文

字
の
持
つ
魅
力
、力
強
さ
を
感
じ
る
契

機
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た

審
査
員
の
皆
さ
ま
に
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、審
査
員
の
皆
さ
ま
、

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご
多
幸

と
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

※

参
考
文
献

相
賀
徹
夫
、国
語
大
辞
典
、㈱
小
学
館
、１
９
８
２
．

※

特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会様
より下記紬の品を寄贈いただきました。

・ネクタイ
・手提げバッグ
・賞状ホルダー
・小物

副賞として受賞者の皆さまに郵送しました。
ありがとうございました。
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令
和
３
年

３
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

子
ど
も
医
療
費

助
成
金
制
度

農
業
者
年
金

男
女
共
同
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

の
食
材
を
持
ち
寄
っ
て
、
石
で
竈
を
作
り
、
晴
れ
渡

る
秋
空
の
下
で
昼
食
作
り
が
始
ま
る
。
　

　
こ
ち
ら
は
新
婚
先
生
の
指
示
に
従
っ
て
班
毎
に

分
か
れ
、
ご
飯
や
具
材
を
大
き
な
鍋
で
煮
炊
き
し

た
。
そ
し
て
各
自
が
用
意
し
て
来
た
丼
に
体
裁
よ

く
盛
り
付
け
、
ス
ー
プ
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
出
来

上
が
り
。

　
思
わ
ず
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
私
は
ひ
と
口

食
べ
た
ら
、
お
い
し
い
味
が
口
中
に
広
が
る
。

「
先
生
！
南
国
の
味
。
お
ー
。
ん
ー
ま
い
な
あ
」

 

皆
で
叫
ん
だ
。
振
り
返
る
と
先
生
の
目
は
う
る
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。「
遠
い
古
里
を
思
い
出
さ

れ
た
の
で
は
？
」
私
は
そ
う
感
じ
取
っ
た
。

　
先
生
を
囲
ん
で
車
座
に
な
り
、
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
食
べ
た
甘
辛
い
味
だ
っ
た
。
今
で
も
、
遠
く
に

な
っ
た
昭
和
の
小
さ
な
物
語
が
頭
を
過
る
と
、
涙

ぐ
み
そ
う
に
な
る
。だ
か
ら
生
涯
、
忘
れ
な
い
。

　
中
学
二
年
生
の
新
学
期
。赴
任
し
て
来
ら
れ
た
先

生
が
担
任
に
な
っ
た
。先
生
は
北
国
の
桜
を
見
な
が

ら
、四
十
人
の
生
徒
の
前
で
自
己
紹
介
さ
れ
た
。

　
す
る
と
「
え
っ
ー
」
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
驚
き
の

声
。
そ
れ
は
『
出
身
地
は
鹿
児
島
県
』
と
黒
板
に
書

か
れ
た
か
ら
だ
。
縁
が
あ
っ
て
山
形
県
に
嫁
が
れ

た
ば
か
り
だ
そ
う
で
、
新
婚
さ
ん
だ
っ
た
。
先
生
は
、

「
山
形
県
の
こ
と
教
え
て
ね
」
と
言
っ
て
か
ら
、
鹿

児
島
県
の
郷
土
料
理
の
話
を
さ
れ
た
。
か
つ
て
は

薩
摩
藩
の
役
人
を
お
も
て
な
し
す
る
高
級
料
理

だ
っ
た
が
、
家
庭
で
も
手
軽
に
作
っ
て
味
わ
え
る

よ
う
に
な
り
『
鶏
飯
』と
呼
ん
で
い
る
こ
と
等
を
。

　
そ
の
時
、
男
子
生
徒
が
突
然
、
言
い
出
し
た
。

「
先
生
！
食
べ
た
い
よ
ー
」

 

ク
ラ
ス
中
が
ど
っ
と
笑
っ
た
。

そ
の
秋
、
農
家
の
秋
仕
舞
い
が
一
段
落
し
た
十
月

の
末
頃
。
学
校
行
事
で
「
食
べ
る
会
」
が
あ
っ
た
。
ク

ラ
ス
毎
に
献
立
を
考
え
て
皆
で
作
る
。
例
え
ば
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
や
芋
煮
、
豚
汁
等
が
定
番
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
我
が
ク
ラ
ス
。「
待
っ
て
い
ま
し
た
」

と
ば
か
り
に
誰
か
が
発
言
し
た
。

「
先
生
！
あ
れ
。
あ
れ
。
鶏
飯
に
し
よ
う
よ
」

「
そ
う
だ
。
そ
う
だ
」
話
は
す
ぐ
に
ま
と
ま
っ
た
。

 

当
日
。
真
室
川
の
河
原
に
全
校
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

一
般・高
校
の
部
　最 

優 

秀 

賞

　お
ー
。ん
ー
ま
い
な
あ

愛
知
県
春
日
井
市
　
戸
澤
　
三
二
子

　
あ
る
日
の
学
校
の
帰
り
道
。
な
ん
で
、
あ
ん
な
に

小
さ
な
事
で
怒
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。カ
ン
カ
ン

に
照
り
つ
け
る
太
陽
と
戦
い
な
が
ら
私
は
考
え
る
。

ど
う
や
っ
た
ら
な
れ
る
ん
だ
ろ
う
。果
て
し
な
く
続

く
空
の
よ
う
な
寛
大
な
人
間
に
。青
く
澄
ん
だ
瞳
で

私
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
海
の
よ
う
な
心
の
広
い

人
間
に
。
英
語
で
言
う
所
のt

o
l
e
r
a
n
t

（
寛
大
な
）

やa
c
c
e
p
t

（
快
く
受
け
と
め
る
）だ
。

　
う
ー
ん
、
英
語
で
言
っ
て
み
る
と
か
っ
こ
よ
く

な
る
か
な
と
思
っ
た
け
ど
し
っ
く
り
こ
な
い
な
。

学
生
の
部
　最 

優 

秀 

賞

テ
ゲ
テ
ゲ
は
魔
法
の
言
葉

赤
徳
中
学
校
３
年 

佐
竹
　
千
夏

学
生
の
部
　優 

秀 

賞

　次
の
世
代
へ

龍
瀬
小
６
年
　
森
田
　
羽
音

ー第 7回たつごうエッセイコンテスト「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」ーー第 7回たつごうエッセイコンテスト「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日日新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

　
妻
と
奄
美
大
島
に
行
っ
た
の
は
、
結
婚
し
て
三

年
が
経
っ
た
頃
だ
。

「
せ
っ
か
く
奄
美
大
島
に
来
た
ん
だ
か
ら
、
鶏
飯
を

食
べ
よ
う
よ
。
僕
が
お
ご
る
か
ら
」

 

私
が
そ
う
言
う
と
、
妻
は
不
安
そ
う
な
表
情
を
見

せ
た
。
当
時
、
私
は
転
職
活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
お

ら
ず
、
無
職
だ
っ
た
。
収
入
が
な
い
と
、
イ
ラ
イ
ラ

が
溜
ま
る
。
た
ま
に
は
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
妻
の
提
案
に
、
そ
れ
な
ら
奄
美
大
島
に
旅

行
に
行
き
た
い
と
私
が
乗
っ
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
お
店
に
入
り
、
鶏
飯
を
二
人
分
注
文
す
る
。
運
ば

れ
て
き
た
鶏
飯
を
見
て
、
妻
は
、「
大
丈
夫
？
」
と
心

配
そ
う
に
訊
い
て
き
た
。

　
鶏
飯
は
奄
美
大
島
の
名
物
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
高

価
な
料
理
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
手
の

届
き
や
す
い
庶
民
的
な
料
理
だ
。
だ
が
、
豪
勢
に
鶏

肉
や
タ
マ
ゴ
、
ス
ー
プ
な
ど
が
運
ば
れ
て
来
る
と
、

値
段
を
知
ら
な
い
妻
は
高
価
な
料
理
だ
と
感
じ
た

ら
し
く
、
不
安
に
思
っ
た
よ
う
だ
。

　
収
入
の
な
い
私
を
配
慮
し
て
、今
回
の
旅
は
飛
行

機
代
も
ホ
テ
ル
代
も
妻
が
出
し
て
く
れ
た
。
せ
め

て
鶏
飯
だ
け
は
ご
ち
そ
う
し
た
か
っ
た
。

「
職
は
決
ま
っ
て
な
い
け
ど
鶏
飯
代
ぐ
ら
い
は
出

さ
せ
て
」

 

私
が
言
う
と
、
妻
は
こ
う
返
し
て
来
た
。

「
結
婚
し
た
の
だ
か
ら
、
財
布
は
二
つ
で
は
な
く
一

つ
に
な
っ
た
は
ず
。
職
探
し
に
難
航
し
て
も
、
い
ず

　
「
ハ
ラ
ヘ
イ
ヤ
ー
　
サ
リ
コ
ヌ
ヨ
ー
　
ヨ
ホ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
　
ラ
ヘ
イ
ヨ
ホ
ー
」

こ
の
歌
は
、
昔
労
働
す
る
と
き
に
歌
っ
て
い
た
そ

う
だ
。

　
私
が
通
う
龍
瀬
小
学
校
に
は
、
さ
と
う
き
び
畑

が
あ
り
、
さ
と
う
き
び
を
育
て
、
収
か
く
を
し
て
い

る
。
そ
の
時
に
、
こ
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
収
か
く
作

業
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
収
か
く
作
業
を
し
な
が

ら
、
こ
の
歌
を
歌
う
と
、
つ
ら
さ
を
忘
れ
、
リ
ズ
ム

に
の
り
、
楽
し
く
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
き
っ

と
、
昔
の
人
は
、
毎
日
の
つ
ら
い
労
働
を
少
し
で
も

楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
ん
だ
と
思
う
。

こ
の
体
験
を
し
た
と
き
に
、私
は
昔
の
人
の
知
恵
と

一
般・高
校
の
部
　優 

秀 

賞

　鶏
飯
代
は
俺
が
出
す

東
京
都
日
野
市
　
大
西
　
賢

れ
は
あ
な
た
に
合
っ
た
仕
事
が
必
ず
見
つ
か
る
。

焦
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
あ
た
し
を
頼
っ
て
ね
」

 

夫
と
い
う
の
は
妻
を
食
べ
さ
せ
て
い
く
も
の
だ
、

と
考
え
て
い
た
私
は
、「
あ
た
し
を
頼
っ
て
ね
」
と

い
う
妻
の
言
葉
に
、
な
ん
だ
か
救
わ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
そ
し
て
、「
一
人
で
生
き
て
い
る
の
で

は
な
く
二
人
で
生
き
て
い
る
の
だ
」
と
思
う
と
、
と

て
も
安
心
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
鶏
飯
を
食
べ
終
わ
り
、
私
が
レ
ジ
に
向
か
う
。

　
妻
は
「
お
代
、
出
さ
せ
て
ご
め
ん
ね
」
と
は
言
わ

な
か
っ
た
。

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
お
い
し
か
っ
た
よ
」

 

笑
っ
て
そ
う
言
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

そ
う
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
心
お
き
な
く
楽

し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
三
人
の
お
ば
あ

た
ち
と
遭
遇
し
た
。
お
ば
あ
た
ち
の
輪
の
中
で
は
愉

快
で
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
た
。
お
ば
あ
た
ち

の
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
時
、

「
テ
ゲ
テ
ゲ
。
」

 

え
っ
。
今
の
声
は
何
だ
。
次
か
ら
次
へ
と
聞
こ
え
て

く
る
テ
ゲ
テ
ゲ
と
い
う
声
。
耳
を
澄
ま
し
て
み
る
と

お
ば
あ
た
ち
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。で
も
お
ば

あ
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
。

ど
う
や
ら
私
に
し
か
聞
こ
え
な
い
よ
う
だ
。

　
こ
わ
く
な
っ
て
き
た
の
で
全
速
力
で
家
に
帰
っ

た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
調
べ
て
み
た
。
テ
ゲ
テ
ゲ
の

由
来
は
中
国
の
大
概
が
訛
っ
た
言
葉
で
九
州
や
韓

国
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
意
味
は
、
だ
い
た
い
、
適
当

と
い
う
事
が
分
か
っ
た
。
私
は
多
く
の
地
域
で
使
わ

れ
て
い
る
の
に
は
何
か
意
味
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
テ
ゲ
テ
ゲ
は
魔
法
の
言
葉
な
の

か
も
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
ゲ
テ
ゲ
が
単
に
い
い
加
減
に

す
る
と
意
味
で
は
な
く
、
相
手
に
対
し
て
深
い
愛
情

や
適
度
な
間
合
い
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切

だ
、と
い
う
意
味
だ
と
お
ば
あ
た
ち
を
見
て
感
じ
た

か
ら
だ
。

　
私
は
テ
ゲ
テ
ゲ
と
つ
ぶ
や
い
て
み
た
。
そ
し
て

フ
ー
と
深
呼
吸
し
た
。
無
理
に
寛
大
な
人
間
に
な
ろ

う
と
せ
ず
、
テ
ゲ
テ
ゲ
の
心
で
向
き
合
え
ば
い
い
ん

だ
。
何
だ
か
今
は
心
が
軽
い
。
竜
巻
の
様
に
く
ぐ

も
っ
た
思
い
は
消
え
、や
わ
ら
か
い
紬
の
ス
カ
ー
フ

に
私
の
心
は
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
た
ら
、
ま
た
聞

こ
え
て
き
た
。
お
ば
あ
た
ち
の
テ
ゲ
テ
ゲ
っ
て
い
う

笑
い
声
が
ー
。

工
夫
に
と
て
も
感
動
し
た
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
奄
美
大
島
に
は
、
昔
の
人
た
ち

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
島
唄
や
行
事
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
そ
の
行
事
の
一
つ
に
「
種
下
ろ
し
」と
い
っ

て
、
翌
年
の
豊
作
を
願
う
と
と
も
に
、
一
年
間
の
し

め
く
く
り
と
し
て
、
各
家
庭
を
回
っ
て
お
ど
り
、
は

ん
栄
を
祈
る
行
事
が
あ
る
。
私
は
毎
年
、
そ
の
行
事

に
参
加
し
て
い
る
。
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
新
築

の
家
を
回
り
、
歌
う
人
、
踊
る
人
、
た
い
こ
を
打
た
く

人
、
三
線
を
ひ
く
人
、
み
ん
な
役
割
が
あ
り
、
そ
の
場

そ
の
場
を
全
力
で
盛
り
上
げ
て
全
力
で
楽
し
ん
で

い
る
。

　
最
近
で
は
、こ
の
よ
う
な
行
事
を
行
わ
な
い
地
域

が
増
え
て
き
た
。
私
た
ち
の
地
域
で
も
、
島
唄
が
歌

え
る
人
や
三
線
を
ひ
け
る
人
、
踊
れ
る
人
が
、
高
れ

い
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
昔
の
人
た

ち
が
つ
く
り
、
受
け
継
い
で
き
た
も
の
が
私
た
ち
の

世
代
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

な
っ
て
し
ま
う
と
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
少

な
く
な
っ
て
い
き
、
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
す
る
こ

と
が
失
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
伝
統
を
私
た
ち
の
世
代
で
、

途
絶
え
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
、
私

た
ち
が
島
唄
や
三
線
、
踊
り
な
ど
を
教
わ
っ
た
り
、

自
分
た
ち
で
学
ん
だ
り
し
て
、
今
の
世
代
の
人
た
ち

か
ら
、
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン

を
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
役
割
を
果
た
せ
る
人
に

な
り
た
い
。

７
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

な
ま

た
い
が
い
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令
和
３
年

３
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

子
ど
も
医
療
費

助
成
金
制
度

男
女
共
同
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

農
業
者
年
金

の
食
材
を
持
ち
寄
っ
て
、
石
で
竈
を
作
り
、
晴
れ
渡

る
秋
空
の
下
で
昼
食
作
り
が
始
ま
る
。
　

　
こ
ち
ら
は
新
婚
先
生
の
指
示
に
従
っ
て
班
毎
に

分
か
れ
、
ご
飯
や
具
材
を
大
き
な
鍋
で
煮
炊
き
し

た
。
そ
し
て
各
自
が
用
意
し
て
来
た
丼
に
体
裁
よ

く
盛
り
付
け
、
ス
ー
プ
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
出
来

上
が
り
。

　
思
わ
ず
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
私
は
ひ
と
口

食
べ
た
ら
、
お
い
し
い
味
が
口
中
に
広
が
る
。

「
先
生
！
南
国
の
味
。
お
ー
。
ん
ー
ま
い
な
あ
」

 

皆
で
叫
ん
だ
。
振
り
返
る
と
先
生
の
目
は
う
る
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。「
遠
い
古
里
を
思
い
出
さ

れ
た
の
で
は
？
」
私
は
そ
う
感
じ
取
っ
た
。

　
先
生
を
囲
ん
で
車
座
に
な
り
、
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
食
べ
た
甘
辛
い
味
だ
っ
た
。
今
で
も
、
遠
く
に

な
っ
た
昭
和
の
小
さ
な
物
語
が
頭
を
過
る
と
、
涙

ぐ
み
そ
う
に
な
る
。だ
か
ら
生
涯
、
忘
れ
な
い
。

　
中
学
二
年
生
の
新
学
期
。赴
任
し
て
来
ら
れ
た
先

生
が
担
任
に
な
っ
た
。先
生
は
北
国
の
桜
を
見
な
が

ら
、四
十
人
の
生
徒
の
前
で
自
己
紹
介
さ
れ
た
。

　
す
る
と
「
え
っ
ー
」
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
驚
き
の

声
。
そ
れ
は
『
出
身
地
は
鹿
児
島
県
』
と
黒
板
に
書

か
れ
た
か
ら
だ
。
縁
が
あ
っ
て
山
形
県
に
嫁
が
れ

た
ば
か
り
だ
そ
う
で
、
新
婚
さ
ん
だ
っ
た
。
先
生
は
、

「
山
形
県
の
こ
と
教
え
て
ね
」
と
言
っ
て
か
ら
、
鹿

児
島
県
の
郷
土
料
理
の
話
を
さ
れ
た
。
か
つ
て
は

薩
摩
藩
の
役
人
を
お
も
て
な
し
す
る
高
級
料
理

だ
っ
た
が
、
家
庭
で
も
手
軽
に
作
っ
て
味
わ
え
る

よ
う
に
な
り
『
鶏
飯
』と
呼
ん
で
い
る
こ
と
等
を
。

　
そ
の
時
、
男
子
生
徒
が
突
然
、
言
い
出
し
た
。

「
先
生
！
食
べ
た
い
よ
ー
」

 

ク
ラ
ス
中
が
ど
っ
と
笑
っ
た
。

そ
の
秋
、
農
家
の
秋
仕
舞
い
が
一
段
落
し
た
十
月

の
末
頃
。
学
校
行
事
で
「
食
べ
る
会
」
が
あ
っ
た
。
ク

ラ
ス
毎
に
献
立
を
考
え
て
皆
で
作
る
。
例
え
ば
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
や
芋
煮
、
豚
汁
等
が
定
番
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
我
が
ク
ラ
ス
。「
待
っ
て
い
ま
し
た
」

と
ば
か
り
に
誰
か
が
発
言
し
た
。

「
先
生
！
あ
れ
。
あ
れ
。
鶏
飯
に
し
よ
う
よ
」

「
そ
う
だ
。
そ
う
だ
」
話
は
す
ぐ
に
ま
と
ま
っ
た
。

 

当
日
。
真
室
川
の
河
原
に
全
校
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

一
般・高
校
の
部
　最 

優 

秀 

賞

　お
ー
。ん
ー
ま
い
な
あ

愛
知
県
春
日
井
市
　
戸
澤
　
三
二
子

　
あ
る
日
の
学
校
の
帰
り
道
。
な
ん
で
、
あ
ん
な
に

小
さ
な
事
で
怒
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。カ
ン
カ
ン

に
照
り
つ
け
る
太
陽
と
戦
い
な
が
ら
私
は
考
え
る
。

ど
う
や
っ
た
ら
な
れ
る
ん
だ
ろ
う
。果
て
し
な
く
続

く
空
の
よ
う
な
寛
大
な
人
間
に
。青
く
澄
ん
だ
瞳
で

私
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
海
の
よ
う
な
心
の
広
い

人
間
に
。
英
語
で
言
う
所
のt

o
l
e
r
a
n
t

（
寛
大
な
）

やa
c
c
e
p
t

（
快
く
受
け
と
め
る
）だ
。

　
う
ー
ん
、
英
語
で
言
っ
て
み
る
と
か
っ
こ
よ
く

な
る
か
な
と
思
っ
た
け
ど
し
っ
く
り
こ
な
い
な
。

学
生
の
部
　最 

優 

秀 

賞

テ
ゲ
テ
ゲ
は
魔
法
の
言
葉

赤
徳
中
学
校
３
年 

佐
竹
　
千
夏

学
生
の
部
　優 

秀 

賞

　次
の
世
代
へ

龍
瀬
小
６
年
　
森
田
　
羽
音

ー第 7回たつごうエッセイコンテスト「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」ーー第 7回たつごうエッセイコンテスト「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」ー
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妻
と
奄
美
大
島
に
行
っ
た
の
は
、
結
婚
し
て
三

年
が
経
っ
た
頃
だ
。

「
せ
っ
か
く
奄
美
大
島
に
来
た
ん
だ
か
ら
、
鶏
飯
を

食
べ
よ
う
よ
。
僕
が
お
ご
る
か
ら
」

 

私
が
そ
う
言
う
と
、
妻
は
不
安
そ
う
な
表
情
を
見

せ
た
。
当
時
、
私
は
転
職
活
動
が
う
ま
く
い
っ
て
お

ら
ず
、
無
職
だ
っ
た
。
収
入
が
な
い
と
、
イ
ラ
イ
ラ

が
溜
ま
る
。
た
ま
に
は
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
妻
の
提
案
に
、
そ
れ
な
ら
奄
美
大
島
に
旅

行
に
行
き
た
い
と
私
が
乗
っ
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
お
店
に
入
り
、
鶏
飯
を
二
人
分
注
文
す
る
。
運
ば

れ
て
き
た
鶏
飯
を
見
て
、
妻
は
、「
大
丈
夫
？
」
と
心

配
そ
う
に
訊
い
て
き
た
。

　
鶏
飯
は
奄
美
大
島
の
名
物
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
高

価
な
料
理
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
手
の

届
き
や
す
い
庶
民
的
な
料
理
だ
。
だ
が
、
豪
勢
に
鶏

肉
や
タ
マ
ゴ
、
ス
ー
プ
な
ど
が
運
ば
れ
て
来
る
と
、

値
段
を
知
ら
な
い
妻
は
高
価
な
料
理
だ
と
感
じ
た

ら
し
く
、
不
安
に
思
っ
た
よ
う
だ
。

　
収
入
の
な
い
私
を
配
慮
し
て
、今
回
の
旅
は
飛
行

機
代
も
ホ
テ
ル
代
も
妻
が
出
し
て
く
れ
た
。
せ
め

て
鶏
飯
だ
け
は
ご
ち
そ
う
し
た
か
っ
た
。

「
職
は
決
ま
っ
て
な
い
け
ど
鶏
飯
代
ぐ
ら
い
は
出

さ
せ
て
」

 

私
が
言
う
と
、
妻
は
こ
う
返
し
て
来
た
。

「
結
婚
し
た
の
だ
か
ら
、
財
布
は
二
つ
で
は
な
く
一

つ
に
な
っ
た
は
ず
。
職
探
し
に
難
航
し
て
も
、
い
ず

　
「
ハ
ラ
ヘ
イ
ヤ
ー
　
サ
リ
コ
ヌ
ヨ
ー
　
ヨ
ホ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
　
ラ
ヘ
イ
ヨ
ホ
ー
」

こ
の
歌
は
、
昔
労
働
す
る
と
き
に
歌
っ
て
い
た
そ

う
だ
。

　
私
が
通
う
龍
瀬
小
学
校
に
は
、
さ
と
う
き
び
畑

が
あ
り
、
さ
と
う
き
び
を
育
て
、
収
か
く
を
し
て
い

る
。
そ
の
時
に
、
こ
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
収
か
く
作

業
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
収
か
く
作
業
を
し
な
が

ら
、
こ
の
歌
を
歌
う
と
、
つ
ら
さ
を
忘
れ
、
リ
ズ
ム

に
の
り
、
楽
し
く
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
き
っ

と
、
昔
の
人
は
、
毎
日
の
つ
ら
い
労
働
を
少
し
で
も

楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
ん
だ
と
思
う
。

こ
の
体
験
を
し
た
と
き
に
、私
は
昔
の
人
の
知
恵
と

一
般・高
校
の
部
　優 

秀 

賞

　鶏
飯
代
は
俺
が
出
す

東
京
都
日
野
市
　
大
西
　
賢

れ
は
あ
な
た
に
合
っ
た
仕
事
が
必
ず
見
つ
か
る
。

焦
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
あ
た
し
を
頼
っ
て
ね
」

 

夫
と
い
う
の
は
妻
を
食
べ
さ
せ
て
い
く
も
の
だ
、

と
考
え
て
い
た
私
は
、「
あ
た
し
を
頼
っ
て
ね
」
と

い
う
妻
の
言
葉
に
、
な
ん
だ
か
救
わ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
そ
し
て
、「
一
人
で
生
き
て
い
る
の
で

は
な
く
二
人
で
生
き
て
い
る
の
だ
」
と
思
う
と
、
と

て
も
安
心
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
鶏
飯
を
食
べ
終
わ
り
、
私
が
レ
ジ
に
向
か
う
。

　
妻
は
「
お
代
、
出
さ
せ
て
ご
め
ん
ね
」
と
は
言
わ

な
か
っ
た
。

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
お
い
し
か
っ
た
よ
」

 

笑
っ
て
そ
う
言
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

そ
う
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
心
お
き
な
く
楽

し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
三
人
の
お
ば
あ

た
ち
と
遭
遇
し
た
。
お
ば
あ
た
ち
の
輪
の
中
で
は
愉

快
で
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
た
。
お
ば
あ
た
ち

の
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
時
、

「
テ
ゲ
テ
ゲ
。
」

 

え
っ
。
今
の
声
は
何
だ
。
次
か
ら
次
へ
と
聞
こ
え
て

く
る
テ
ゲ
テ
ゲ
と
い
う
声
。
耳
を
澄
ま
し
て
み
る
と

お
ば
あ
た
ち
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。で
も
お
ば

あ
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
。

ど
う
や
ら
私
に
し
か
聞
こ
え
な
い
よ
う
だ
。

　
こ
わ
く
な
っ
て
き
た
の
で
全
速
力
で
家
に
帰
っ

た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
調
べ
て
み
た
。
テ
ゲ
テ
ゲ
の

由
来
は
中
国
の
大
概
が
訛
っ
た
言
葉
で
九
州
や
韓

国
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
意
味
は
、
だ
い
た
い
、
適
当

と
い
う
事
が
分
か
っ
た
。
私
は
多
く
の
地
域
で
使
わ

れ
て
い
る
の
に
は
何
か
意
味
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
テ
ゲ
テ
ゲ
は
魔
法
の
言
葉
な
の

か
も
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
ゲ
テ
ゲ
が
単
に
い
い
加
減
に

す
る
と
意
味
で
は
な
く
、
相
手
に
対
し
て
深
い
愛
情

や
適
度
な
間
合
い
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切

だ
、と
い
う
意
味
だ
と
お
ば
あ
た
ち
を
見
て
感
じ
た

か
ら
だ
。

　
私
は
テ
ゲ
テ
ゲ
と
つ
ぶ
や
い
て
み
た
。
そ
し
て

フ
ー
と
深
呼
吸
し
た
。
無
理
に
寛
大
な
人
間
に
な
ろ

う
と
せ
ず
、
テ
ゲ
テ
ゲ
の
心
で
向
き
合
え
ば
い
い
ん

だ
。
何
だ
か
今
は
心
が
軽
い
。
竜
巻
の
様
に
く
ぐ

も
っ
た
思
い
は
消
え
、や
わ
ら
か
い
紬
の
ス
カ
ー
フ

に
私
の
心
は
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
た
ら
、
ま
た
聞

こ
え
て
き
た
。
お
ば
あ
た
ち
の
テ
ゲ
テ
ゲ
っ
て
い
う

笑
い
声
が
ー
。

工
夫
に
と
て
も
感
動
し
た
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
奄
美
大
島
に
は
、
昔
の
人
た
ち

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
島
唄
や
行
事
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
そ
の
行
事
の
一
つ
に
「
種
下
ろ
し
」と
い
っ

て
、
翌
年
の
豊
作
を
願
う
と
と
も
に
、
一
年
間
の
し

め
く
く
り
と
し
て
、
各
家
庭
を
回
っ
て
お
ど
り
、
は

ん
栄
を
祈
る
行
事
が
あ
る
。
私
は
毎
年
、
そ
の
行
事

に
参
加
し
て
い
る
。
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
新
築

の
家
を
回
り
、
歌
う
人
、
踊
る
人
、
た
い
こ
を
打
た
く

人
、
三
線
を
ひ
く
人
、
み
ん
な
役
割
が
あ
り
、
そ
の
場

そ
の
場
を
全
力
で
盛
り
上
げ
て
全
力
で
楽
し
ん
で

い
る
。

　
最
近
で
は
、こ
の
よ
う
な
行
事
を
行
わ
な
い
地
域

が
増
え
て
き
た
。
私
た
ち
の
地
域
で
も
、
島
唄
が
歌

え
る
人
や
三
線
を
ひ
け
る
人
、
踊
れ
る
人
が
、
高
れ

い
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
昔
の
人
た

ち
が
つ
く
り
、
受
け
継
い
で
き
た
も
の
が
私
た
ち
の

世
代
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

な
っ
て
し
ま
う
と
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
少

な
く
な
っ
て
い
き
、
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
す
る
こ

と
が
失
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
伝
統
を
私
た
ち
の
世
代
で
、

途
絶
え
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
、
私

た
ち
が
島
唄
や
三
線
、
踊
り
な
ど
を
教
わ
っ
た
り
、

自
分
た
ち
で
学
ん
だ
り
し
て
、
今
の
世
代
の
人
た
ち

か
ら
、
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン

を
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
役
割
を
果
た
せ
る
人
に

な
り
た
い
。

７
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

な
ま

た
い
が
い
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ュ
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郷
町
に

移
住
し
ま
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た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
等
の
適
正
な

利
用
の
呼
び
か
け 

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法・令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

車
両
の
優
先
席
・
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施

設
・
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
適
正
な
利
用
推
進
を

法
制
化

　
全
国
の
市
区
町
村
や
民
間
の
店
舗
等
の
駐

車
場
に
は
、１
〜
２
台
の「
障
害
者
用
駐
車
場
」

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、適
正
な
使
用
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
が
、健
常
者
が
障
害
者
用
駐
車
場

に
駐
車
す
る
人
が
多
く
、障
害
者
用
ト
イ
レ
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、障

害
者
の
方
々
か
ら
国
土
交
通
省
に
切
実
で
悲

痛
な
行
政
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」を
国
民
に
浸
透
さ
せ
、改
善
を
図
る

目
的
で
、車
両
の
優
先
席
・
車
い
す
使
用
者
用

駐
車
施
設
・
障
害
者
用
ト
イ
レ
等
の
適
正
利
用

推
進
な
ど
に
つ
い
て
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改

正
案
を
上
程
し
、本
年
２
月
４
日
に
閣
議
決
定

さ
せ
、法
案
成
立
を
経
て
令
和
３
年
４
月
１
日

よ
り
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。罰
則
規
定
は
な
い
で
す
。

※

罰
則
規
定     

イ
ギ
リ
ス
約
14
万
円
、ア
メ
リ

カ
約
５
万
円
、韓
国
約
１
万
３
千
円
、日
本
罰

則
な
し

◆
今
回
の
改
正
で
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施

設
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
対
象
施
設

　
官
公
庁
等
公
共
施
設
の
駐
車
場
、立
体
駐
車

場
、機
械
式
駐
車
場
、高
速
道
路
の
Ｐ
Ａ
・
Ｓ
Ａ

の
駐
車
場
、都
市
公
園
の
公
園
施
設
で
あ
る
駐

車
場
　※

駐
車
場
設
置
管
理
者
は
、改
正
法
施

行
後
、今
ま
で
以
上
に「
障
害
者
駐
車
場
」の
適

正
利
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
行
政
相
談
例
の
紹
介（
国
土
交
通
省
の
資
料

か
ら
引
用
）

○
健
常
者
が
車
い
す
パ
ー
キ
ン
グ
に
駐
車
す

る
こ
と
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、罰
金
を
科

す
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

○
障
害
者
で
は
な
い
の
に
国
際
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク（
車
い
す
マ
ー
ク
）を
自
動
車
に
付
け

て
障
害
者
用
駐
車
場
に
駐
車
す
る
人
が
い
る

の
で
、何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

○
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
障
害
者
用
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
駐
車
す
る
健
常
者
が
い
な
く
な
る

よ
う
行
政
が
働
き
か
け
改
善
し
て
ほ
し
い
。

○
大
阪
空
港
の
駐
車
場
に
は
身
体
障
害
者
用

の
駐
車
枠
が
設
け
て
あ
る
が
、よ
く
健
常
者
が

利
用
し
て
い
る
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。

○
障
害
者
専
用
の
表
示
が
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
健
常
者
の
自
動
車
が
駐
車
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
目
立
つ
の
で
、こ
の
よ
う
な
駐
車
は

違
法
駐
車
と
な
る
よ
う
な
制
度
を
創
設
し
て

ほ
し
い
。

◆
全
国
の
公
立
小
中
学
校

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
に
よ
り
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。今
回
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、全
国
の
公
立
小
中
学
校
が
新

た
に
特
別
特
定
建
築
物
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、龍
郷
町
内
の
各
小
中
学
校
の
駐
車

場
に
お
い
て
も
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
場
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
龍
郷
町
身
体
障
害
者
協
会
か
ら
の
お
願
い

　
雨
降
り
の
時
、車
い
す
障
害
者
の
車
に
同
乗

し
て
い
て
、ビ
ッ
グ
Ⅱ
の
障
害
者
用
駐
車
場
に

駐
車
し
よ
う
と
す
る
と
、多
く
の
健
常
者
の
車

で
満
車
状
態
で
駐
車
で
き
ず
、車
の
中
で
待
た

さ
れ
た
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。同
店
の
障

害
者
駐
車
場
は
、雨
降
り
の
日
に
行
く
と
、い

つ
も
満
車
状
態
で
す
。

　
同
店
の
職
員
が
再
三
マ
ナ
ー
駐
車
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
改
善
さ
れ
ま
せ

ん
。お
願
い
で
す
か
ら
、健
常
者
の
方
々
は
、障

害
者
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

障
害
者
専
用
の
駐
車
場
に
停
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※

国
土
交
通
省
は
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」を

国
民
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
一
番
に
考
え
て

い
ま
す
。

健常者の方々 が障害者の気持ちに寄りそい、

「障害者駐車場に駐車しない。」ことを

心から願っています。

鹿児島県身障者用
駐車場利用証制度

パーキングパーミット制度
この制度は、公共施設や店舗など様々な施設に設置されてい
る身障者用駐車場を適正にご利用いただくため、障害のある
方や介護の必要な高齢の方、妊産婦の方など歩行が困難と認
められる方に対して、県内共通の｢身障者用駐車場利用証｣を
交付することで、本当に必要な人のための駐車スペースの確
保を図る制度です。

申請方法

●窓口申請の場合　受付時間：平日8：30～17：00
必要書類を窓口に持参してください。手数料無料。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・代理申請の場合は、代理人の身分証明書が必要です。
　・車を運転される車いす常時利用者の方は、運転免許証をご持参ください。　

●郵送申請の場合
必要書類と返信用切手を同封の上、
窓口に郵送してください。
＜必要書類＞
　・申請書　（窓口・県ホームページにあります）
　・右記の書類の写し

交付対象者・有効期限

 身体障害者の方 身体障害者手帳 

知的障害者の方 療育手帳 

精神障害者の方 精神障害者保健福祉手帳 

高齢者の方 介護保険被保険者証 

難病患者の方 特定疾患医療受給者証 

妊産婦の方 母子手帳（住所，氏名，分

娩予定日の記載のあるペ

ージ） 

けが人の方 医師の診断書（車いす，杖

等の使用期間の記載が必

要），身分証明書 

 

申請先　　　　　　　　　

大島支庁地域保健福祉課 ☎0997-57-7243

3 月は「自殺対策強化月間」です
「誰も自殺に追い込まれることのない龍郷町の実現を目指して」

  ～龍郷町自殺対策計画～
 自殺対策基本法では、例年、月別自殺者の最も多い3月を「自殺対策強化月間」と定め、
相談事業及び啓発活動を実施しています。3月は年度末の異動や家族のライフイベン
ト、寒暖差などで体調を崩しやすい時期です。更に今般のコロナ禍において、ストレス
が増大し、不安、悩みを抱えている方も多いのではないでしょうか？悩んでいるご本
人や身近な方の悩みに気づいた方は、一人で抱え込まず誰かに相談してみませんか？

龍郷町の相談窓口・自殺予防対策について　龍郷町ホームページ
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い
で
く
だ

さ
い
。

※

国
土
交
通
省
は
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」を

国
民
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
一
番
に
考
え
て

い
ま
す
。

健常者の方々 が障害者の気持ちに寄りそい、

「障害者駐車場に駐車しない。」ことを

心から願っています。

鹿児島県身障者用
駐車場利用証制度

パーキングパーミット制度
この制度は、公共施設や店舗など様々な施設に設置されてい
る身障者用駐車場を適正にご利用いただくため、障害のある
方や介護の必要な高齢の方、妊産婦の方など歩行が困難と認
められる方に対して、県内共通の｢身障者用駐車場利用証｣を
交付することで、本当に必要な人のための駐車スペースの確
保を図る制度です。

申請方法

●窓口申請の場合　受付時間：平日8：30～17：00
必要書類を窓口に持参してください。手数料無料。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・代理申請の場合は、代理人の身分証明書が必要です。
　・車を運転される車いす常時利用者の方は、運転免許証をご持参ください。　

●郵送申請の場合
必要書類と返信用切手を同封の上、
窓口に郵送してください。
＜必要書類＞
　・申請書　（窓口・県ホームページにあります）
　・右記の書類の写し

交付対象者・有効期限

 身体障害者の方 身体障害者手帳 

知的障害者の方 療育手帳 

精神障害者の方 精神障害者保健福祉手帳 

高齢者の方 介護保険被保険者証 

難病患者の方 特定疾患医療受給者証 

妊産婦の方 母子手帳（住所，氏名，分

娩予定日の記載のあるペ

ージ） 

けが人の方 医師の診断書（車いす，杖

等の使用期間の記載が必

要），身分証明書 

 

申請先　　　　　　　　　

大島支庁地域保健福祉課 ☎0997-57-7243

3 月は「自殺対策強化月間」です
「誰も自殺に追い込まれることのない龍郷町の実現を目指して」

  ～龍郷町自殺対策計画～
 自殺対策基本法では、例年、月別自殺者の最も多い3月を「自殺対策強化月間」と定め、
相談事業及び啓発活動を実施しています。3月は年度末の異動や家族のライフイベン
ト、寒暖差などで体調を崩しやすい時期です。更に今般のコロナ禍において、ストレス
が増大し、不安、悩みを抱えている方も多いのではないでしょうか？悩んでいるご本
人や身近な方の悩みに気づいた方は、一人で抱え込まず誰かに相談してみませんか？

龍郷町の相談窓口・自殺予防対策について　龍郷町ホームページ
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令
和
３
年

３
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

子
ど
も
医
療
費

助
成
金
制
度

農
業
者
年
金

男
女
共
同
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

今
回
の
移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
龍
郷
町

に
移
住
し
て
11
年
、大
勝
で
美
容
室「
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
Ｒ
Ｓ
」を
営
む
加
藤
和
生
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

憧
れ
の
田
舎
暮
ら
し
へ

森「
ど
う
し
て
奄
美
大
島
へ
？
」

加
藤「
当
時
、関
東
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
な
ど
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。都
会
の
喧
騒
や
渋
滞
、

人
の
多
さ
に
住
み
に
く
さ
を
感
じ
、将
来
は

田
舎
で
家
庭
菜
園
を
し
た
り
、子
ど
も
と
の

び
の
び
過
ご
し
た
り
で
き
た
ら
な
と
思
い
、

移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
龍
郷
集

落
に
物
件
を
見
つ
け
、す
ぐ
に
引
っ
越
し
ま

し
た
。」

森「
島
に
来
て
お
仕
事
も
色
々
経
験
さ
れ
た

そ
う
で
す
ね
。」

加
藤「
初
め
は
農
業
を
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
が
、来
て
み
る
と
素
人
に
は
で
き
る
も
の

で
は
な
い
な
と
感
じ
、美
容
室
の
仕
事
を
メ

イ
ン
に
し
な
が
ら
手
作
り
カ
レ
ー
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
。色
々
な
人
と
の
繋
が
り
か
ら

カ
フ
ェ
に
間
借
り
し
て
の
開
業
や
、物
件
を

借
り
て
美
容
室
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
２
年
前
に
今
の
場
所
に
店
舗
を
構
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」

森「
カ
レ
ー
も
作
る
ん
で
す
ね
！
」

だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。十
分
準
備
を
し
て

き
た
つ
も
り
で
も
足
り
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。お
金
も
そ
う
で
す
し
、手
に
職
が

あ
っ
て
も
都
会
で
独
立
し
て
や
れ
る
く
ら
い

の
力
量
が
な
い
と
厳
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
島
で
需
要
を
つ
か
む
た
め
に
も
ニ
ー
ズ

を
誰
に
合
わ
せ
る
か
し
っ
か
り
考
え
な
い
と

い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。移
住
は
甘
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。も
ち
ろ
ん

選
ば
な
け
れ
ば
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

す
が
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、自
分
の

ス
キ
ル
を
上
げ
て
移
住
し
た
方
が
、充
実
し

た
日
々
が
送
れ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。」

森「
今
の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？
」

加
藤「
た
ま
に
海
へ
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル(
サ
ッ
プ
)

や
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
で
き
る
環
境
を
整

え
た
り
、庭
で
の
炭
火
焼
き
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
、住
む
な
ら
海
の
近
く
が
い
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
は
生
活
の
利
便
性

や
強
風
・
塩
害
な
ど
を
考
え
る
と
少
し
海
か

ら
離
れ
て
い
る
こ
の
距
離
が
ち
ょ
う
ど
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。で
も
、車
を
走
ら
せ
れ
ば

す
ぐ
に
海
へ
行
け
ま
す
し
と
て
も
居
心
地
が

い
い
で
す
。」

か
け
が
え
の
な
い
時
間

森「
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
？
」

加
藤「
集
落
行
事
や
学
校
行
事
は
、親
子
で
参

加
す
る
機
会
が
多
く
、自
分
が
育
っ
た
環
境

と
は
大
き
く
違
い
ま
す
ね
。お
金
を
か
け
て
、

遠
出
し
て
思
い
出
を
作
る
の
と
は
違
っ
た
、

か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
の
び
の
び
過
ご
し

て
い
ま
す
。自
然
に
も
恵
ま
れ
、と
て
も
贅
沢

な
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。移
住
し
て
か
ら
、随

分
と
時
間
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、今

で
は
子
ど
も
達
と
過
ご
す
時
間
も
増
え
、幸

せ
な
日
々
で
す
よ
。」

森「
確
か
に
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
行

事
が
島
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
よ
ね
。私

も
こ
れ
か
ら
子
ど
も
と
の
時
間
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。今
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

加
藤「
そ
う
な
ん
で
す
。奄
美
大
島
に
来
て
か
ら
、

東
京
で
好
き
だ
っ
た
カ
レ
ー
屋
さ
ん
の
味
を

再
現
・
提
供
し
た
く
て
作
り
始
め
ま
し
た
。無

添
加
で
体
に
優
し
い
カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
ま

す
。今
度
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
で
の
販
売
も
予

定
し
て
い
ま
す
。」

足
り
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

森「
移
住
し
て
み
て
の
感
想
や
、こ
れ
か
ら
移

住
し
て
起
業
を
考
え
る
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

あ
り
ま
す
か
？
」

加
藤「
仕
事
は
引
っ
越
し
た
後
に
な
ん
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
は
、反
省
す
べ
き
点

　今年1月26日に、荒波龍美館内に『たつごう移
住ガイドセンター住もうディ！』がオープンし
ました。ホームページを通じて龍郷町の魅力や
集落文化を発信しながら、空き家バンク、移住相
談対応をメインに活動をしてします。空き家に
関するご相談やお困り事などがございました
ら、お気軽にお問い合わせ下さい。

加藤和生さん  大勝集落在住
東京都出身。美容室「COLORS」オーナー。美容師
を経て、ヘアメイクとしてテレビ、雑誌等で活
動。移住後は、美容業、撮影業に従事しながら、
現在はカレーのレトルト販売に向けて進行中。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　加藤さん、今回はインタビューを受けていた
だき本当にありがとうございました。
　移住してから色んなことを経験されているの
でとても興味深いお話でした。手に職を持つ加
藤さんだからこその、移住者を考えている方た
ちへのメッセージもとても心に響きました。今
後ともご活躍を楽しみにしています。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
（左から）加藤和生さん、インタビュアー森まゆみ

連載 vol.06

今 回 の

インタビュアー

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

かとう　　かずお



-11- Tatsugo

令
和
３
年

３
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

子
ど
も
医
療
費

助
成
金
制
度

男
女
共
同
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

農
業
者
年
金

今
回
の
移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
龍
郷
町

に
移
住
し
て
11
年
、大
勝
で
美
容
室「
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
Ｒ
Ｓ
」を
営
む
加
藤
和
生
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

憧
れ
の
田
舎
暮
ら
し
へ

森「
ど
う
し
て
奄
美
大
島
へ
？
」

加
藤「
当
時
、関
東
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
な
ど
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。都
会
の
喧
騒
や
渋
滞
、

人
の
多
さ
に
住
み
に
く
さ
を
感
じ
、将
来
は

田
舎
で
家
庭
菜
園
を
し
た
り
、子
ど
も
と
の

び
の
び
過
ご
し
た
り
で
き
た
ら
な
と
思
い
、

移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
龍
郷
集

落
に
物
件
を
見
つ
け
、す
ぐ
に
引
っ
越
し
ま

し
た
。」

森「
島
に
来
て
お
仕
事
も
色
々
経
験
さ
れ
た

そ
う
で
す
ね
。」

加
藤「
初
め
は
農
業
を
や
り
た
か
っ
た
の
で

す
が
、来
て
み
る
と
素
人
に
は
で
き
る
も
の

で
は
な
い
な
と
感
じ
、美
容
室
の
仕
事
を
メ

イ
ン
に
し
な
が
ら
手
作
り
カ
レ
ー
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
。色
々
な
人
と
の
繋
が
り
か
ら

カ
フ
ェ
に
間
借
り
し
て
の
開
業
や
、物
件
を

借
り
て
美
容
室
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
２
年
前
に
今
の
場
所
に
店
舗
を
構
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」

森「
カ
レ
ー
も
作
る
ん
で
す
ね
！
」

だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。十
分
準
備
を
し
て

き
た
つ
も
り
で
も
足
り
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。お
金
も
そ
う
で
す
し
、手
に
職
が

あ
っ
て
も
都
会
で
独
立
し
て
や
れ
る
く
ら
い

の
力
量
が
な
い
と
厳
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
島
で
需
要
を
つ
か
む
た
め
に
も
ニ
ー
ズ

を
誰
に
合
わ
せ
る
か
し
っ
か
り
考
え
な
い
と

い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。移
住
は
甘
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。も
ち
ろ
ん

選
ば
な
け
れ
ば
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

す
が
、や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、自
分
の

ス
キ
ル
を
上
げ
て
移
住
し
た
方
が
、充
実
し

た
日
々
が
送
れ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。」

森「
今
の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？
」

加
藤「
た
ま
に
海
へ
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル(
サ
ッ
プ
)

や
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
で
き
る
環
境
を
整

え
た
り
、庭
で
の
炭
火
焼
き
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
、住
む
な
ら
海
の
近
く
が
い
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、今
は
生
活
の
利
便
性

や
強
風
・
塩
害
な
ど
を
考
え
る
と
少
し
海
か

ら
離
れ
て
い
る
こ
の
距
離
が
ち
ょ
う
ど
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。で
も
、車
を
走
ら
せ
れ
ば

す
ぐ
に
海
へ
行
け
ま
す
し
と
て
も
居
心
地
が

い
い
で
す
。」

か
け
が
え
の
な
い
時
間

森「
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
？
」

加
藤「
集
落
行
事
や
学
校
行
事
は
、親
子
で
参

加
す
る
機
会
が
多
く
、自
分
が
育
っ
た
環
境

と
は
大
き
く
違
い
ま
す
ね
。お
金
を
か
け
て
、

遠
出
し
て
思
い
出
を
作
る
の
と
は
違
っ
た
、

か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
の
び
の
び
過
ご
し

て
い
ま
す
。自
然
に
も
恵
ま
れ
、と
て
も
贅
沢

な
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。移
住
し
て
か
ら
、随

分
と
時
間
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、今

で
は
子
ど
も
達
と
過
ご
す
時
間
も
増
え
、幸

せ
な
日
々
で
す
よ
。」

森「
確
か
に
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
行

事
が
島
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
よ
ね
。私

も
こ
れ
か
ら
子
ど
も
と
の
時
間
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。今
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

加
藤「
そ
う
な
ん
で
す
。奄
美
大
島
に
来
て
か
ら
、

東
京
で
好
き
だ
っ
た
カ
レ
ー
屋
さ
ん
の
味
を

再
現
・
提
供
し
た
く
て
作
り
始
め
ま
し
た
。無

添
加
で
体
に
優
し
い
カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
ま

す
。今
度
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
で
の
販
売
も
予

定
し
て
い
ま
す
。」

足
り
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

森「
移
住
し
て
み
て
の
感
想
や
、こ
れ
か
ら
移

住
し
て
起
業
を
考
え
る
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

あ
り
ま
す
か
？
」

加
藤「
仕
事
は
引
っ
越
し
た
後
に
な
ん
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
は
、反
省
す
べ
き
点

　今年1月26日に、荒波龍美館内に『たつごう移
住ガイドセンター住もうディ！』がオープンし
ました。ホームページを通じて龍郷町の魅力や
集落文化を発信しながら、空き家バンク、移住相
談対応をメインに活動をしてします。空き家に
関するご相談やお困り事などがございました
ら、お気軽にお問い合わせ下さい。

加藤和生さん  大勝集落在住
東京都出身。美容室「COLORS」オーナー。美容師
を経て、ヘアメイクとしてテレビ、雑誌等で活
動。移住後は、美容業、撮影業に従事しながら、
現在はカレーのレトルト販売に向けて進行中。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　加藤さん、今回はインタビューを受けていた
だき本当にありがとうございました。
　移住してから色んなことを経験されているの
でとても興味深いお話でした。手に職を持つ加
藤さんだからこその、移住者を考えている方た
ちへのメッセージもとても心に響きました。今
後ともご活躍を楽しみにしています。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
（左から）加藤和生さん、インタビュアー森まゆみ

連載 vol.06

今 回 の

インタビュアー

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

かとう　　かずお
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龍郷町空き家バンク制度

使わない空き家、 地域のために有効活用しませんか？

住もうディ！がお手伝いします

　龍郷町では、町内への移住・定住等を目的とし空き家の利用
を希望する方に対して、空き家情報の提供を無料で行う「龍郷
町空き家バンク」制度に取り組んでいます。
 　龍郷町内に空き家をお持ちの方で、空き家の管理に苦労さ
れている方、空き家の老朽化や周辺環境への影響を心配され
ている方など、この制度を利用して空き家を有効活用してみ
ませんか？

空き家バンクへの登録と利用の流れ

交渉・契約

たつごう移住ガイドセンター

住もうディ！

①物件の登録申し込み
所定の書類を住もうディ!

（町）に提出
②物件確認

担当者が物件の現地確認
③物件登録

物件が利活用するのに適
切だと判断されると正式
に登録となります

①物件情報の閲覧
空き家バンクに登録された物件
は住もうディ！のホームページ
にて公開しています

②利用登録・申し込み
所定の書類を住もうディ!（町）
へ提出後、内見、物件交渉を申し
込みます

空き家所有者

貸したい・売りたい

「このまま放置しておくと傷むばかり…」

「誰に貸したらいいのかしら」

「家財が残っていたり、修繕が必要な
 状態だけど、借りる人はいる？」 移住希望者

借りたい・買いたい

空き家情報公開中

「古い物件でもOK!
　 自分たちでリフォームしたい」

「龍郷町でのびのび子育てしたい」

「龍郷町で起業したい」

空き家物件の情報提供
連絡調整等のサポート

空き家所有者と移住希望者の

橋渡しを無料で行っております

たつごう移住ガイドセンター

「交渉」「売買契約」「賃借契約」に対して町が直接関与することはできません。
当事者間で交渉・契約を行います。

家賃収入を固定資産税の支出に充てられます。
家は住まなくなると、あっという間に老朽化が
進みます。入居者には管理をしてもらうという
気持ちで貸し出してみてはいかがですか？

人が住むことで、地域の活性化に繋がります。
地域に空き家が多くなると、防犯・防災上の問
題や集落の景観悪化の問題が心配されます。

活
用
メ
リ
ッ
ト
①

活
用
メ
リ
ッ
ト
②

たつごう移住ガイドセンター

住もうディ！
龍郷町幾里423 荒波龍美館内 ☎0997-58-8843

午前10時～午後4時   休  水・木 

移住、空き家について
ご相談ください

地域おこし協力隊
（左）間弓祐次郎 (右）森 まゆみ
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農
業
者
年
金

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

３
月
11
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

３
月
18
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

３
月
25
日（
木
）

　
泉
武
臣
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

学
生
用
保
険
証（
マ
ル
学
）申
請

改
正

高
齢
者
雇
用
安
定
法

　
大
学・高
校
に
就
学
す

る
た
め
龍
郷
町
外
で
生
活

す
る
場
合
、住
民
票
を
町

外
に
移
し
た
後
も
、引
き

続
き
龍
郷
町
の
保
険
証
を

継
続
し
て
使
用
で
き
る
と

い
う
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
新
規・継
続
と
も
に
必
ず
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

新
入
学
の
方

・４
月
以
降
の
在
学
証
明
書

・世
帯
主
の
国
民
健
康
保
険
証

・印
鑑(
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外)

現
在
マ
ル
学
保
険
証
の
方

・入
学
後
の
在
学
証
明
書

・現
在
持
って
い
る
保
険
証

・印
鑑(

シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外)

※

卒
業
や
就
職
さ
れ
る
時
は
、喪
失
の
手
続

が
必
要
と
な
り
ま
す
。不
明
な
点
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
７

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
改
正
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。鹿
児
島
県
の

高
齢
化
率
は
全
国
平
均
を
は
る
か
に
上
回
っ

て
お
り
、健
康
で
就
労
を
希
望
さ
れ
る
高
年

■龍郷町役場■（代表）０９９７-６２-３１１１■平日 午前８時30分～午後５時15分開庁

齢
者
も
多
く
お
ら
れ
る
中
、人
手
不
足
の
情

勢
も
相
ま
っ
て
高
年
齢
者
の
労
働
力
活
用
の

重
要
性
は
高
ま
って
い
ま
す
。

　
改
正
法
で
は
、①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
上

げ 

②
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入 

③
定
年
廃
止 

④
高
年
齢
者
が
希
望
す
る
と

き
は
、70
歳
ま
で
継
続
的
に
業
務
委
託
契
約

を
締
結
す
る
制
度
の
導
入 

⑤
高
齢
者
が
希

望
す
る
と
き
は
、70
歳
ま
で
継
続
的
に「
事
業

主
自
ら
実
施
す
る
社
会
貢
献
事
業
」ま
た
は

「
事
業
主
が
委
託
、出
資（
資
金
提
供
）等
す

る
団
体
が
行
う
社
会
貢
献
事
業
」に
従
事
で

き
る
制
度
の
導
入
、の
い
ず
れ
か
の
措
置
を

講
ず
る
努
力
義
務
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　 

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

    

☎（
５
２
）４
６
１
１
１

市
町
村
交
通
災
害
共
済

家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
ひ
と
り
年
額
５
０
０
円
で
す
。

途
中
加
入
も
同
額
で
す
。

災
害
見
舞
金

９
等 

２
万
５
千
円 

　
　
〜 

最
高
１
０
０
万
円

共
済
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日

　
　
〜
翌
年
３
月
31
日

申
し
込
み
方
法

令
和
３
年
３
月
〜

掛
金
を
ご
持
参
の
上

役
場
総
務
課
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
１

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
改
正

　
令
和
２
年
10
月
３
日
か
ら
鹿
児
島
県
の
最

低
賃
金
が
７
９
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。使

用
者
も
労
働
者
も
必
ず
最
低
賃
金
を
確
認
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
低
賃
金
制
度
っ
て
何
？

　
働
く
す
べて
の
人
に
、賃
金
の
最
低
額(

最
低

賃
金
額)
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

　
年
齢
や
パ
ー
ト・学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

働
き
方
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
、す
べて
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　 

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

　 

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室
　
瀬
戸
口

     

☎(

５
２
）０
５
７
４

元
気
度
ア
ッ
プ
ど
ぅ
く
さ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

商
品
券
利
用
期
限

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加
な
ど

の
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
て
い
ま
す
が
、

ポ
イ
ン
ト
と
交
換
し

た
商
品
券
の
利
用
期

限
は
３
月
20
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。期

限
内
に
お
忘
れ
な
く

ご
利
用
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　 役
場
保
健
福
祉
課

☎（
６
９
）４
５
１
４
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　一部のメーカーの珪藻土バスマットやコースター等から、
石綿（アスベスト）が検出されたことが厚生労働省より発
表されました。
　名瀬クリーンセンターでは石綿が含まれている製品かどうかを判別することが難しく、取扱に関して
国・県の方に確認している段階ですので、当面の間、珪藻土を使用した製品（バスマット・コースター
等）の受入を停止します。
　また、奄美本島内での珪藻土バスマットの購入元と考えられる主な店舗である「ビッグⅡ奄美店」、「ニ
シムタ 名瀬店」、「イオン プラザ大島店」で販売している珪藻土バスマットには石綿が含まれていない

事は確認が取れていますので、そちらで購入された場合は安心してご使用ください。

※石綿含有の珪藻土バスマットやコースターなどは、通常の使い方で使用している限り石綿が飛散する恐れはなく、
健康上の問題を生じさせる恐れはありません。しかしながら、削ったり割ったりした場合など、破損したときには
石綿が飛散する恐れがありますので、破損しないようにお願いします。もし既に破損しているなど、ご心配な場合は、
二重にしたビニール袋などに入れ、テープなどでしっかり封をして保管してください。

石綿が含まれている製品の取り扱い
石綿が含まれていることが判明した珪藻土製
品は、メーカーまたは販売者が回収します。
「ごみとして廃棄」せず、販売者などの問い
合わせ窓口にご連絡ください。

け い そ う ど
名瀬クリーン

センターから
珪藻土製品 の受入に関するお知らせ

バスマット・コースター等

ごみ処理に携わる全ての作業員の

安全を守るため、ご理解いただき

ますようお願いします。

龍郷町では令和３年４月診療分から助成対象を「高校３年生」まで拡大しま
す。それに伴い、「新高校２・３年生」になるお子様は登録の手続きが必要とな
りますので、以下の物をご持参のうえ役場保健福祉課までお越しください。
※なお、「新高校１年生」になるお子様は登録の手続きは不要です。

　  登録手続きに必要なもの
①  助成対象児童の保険証
②  通帳（同居する保護者の預金通帳）
③  印鑑（認印で可）

住民税非課税世帯の未就学児に加え、高校生（18歳に達する日以後最初の３月31日）までのお子さんが
新たに対象になります。対象者には案内を郵送いたします。受け取り後、役場保健福祉課にて手続きを
してください。

改正前：中学校３年生まで（15歳に到達する日以降最初の３月31日まで）

改正後：高校３年生まで  （18歳に到達する日以降最初の３月31日まで）

子ども医療費助成金制度

高校３年生まで拡大します

非課税世帯は高校３年生まで窓口無料になります

令和３年４月診療分から適用予定

対象外医療費
医療機関等の窓口で受給者証の提示がない場合や、県
外の医療機関等を受診した場合は、窓口無料化の対象
となりません。

無料になる医療費
保険が適用となる入院（食事の費用は除く）、
通院（歯科含む）、お薬、訪問看護、柔道整復施
術療養費です。

問  役場生活環境課☎（６９）４５２５

問  役場保健福祉課☎（６９）４５１４
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　「男女共同参画ちばぬ～よ？」とよく聞かれます。ぬ～だりょんかい？
先日、おばの家を訪れた時、80代のおじ曰く、「ワンや、マリサラ（食器）あらたり、クゥム（米）とぅじゃり、
まっさんつくたり、洗濯むんだかふしゅんどー！」と言っていたので、「ハゲ～、ウジ(おじ)～。なまじゃが
上等、上等！」と私。若い頃は一方に任せきりだったようですが、年を重ねて、やれる事をやれる人が担い、
互いを支え合って生活しているおば夫婦を見て、「これこそ“男女共同参画”じゃが！」と３人で大笑いし
たものです。皆様の周りではいかがですか？
　今ある日常を「あたりまえだから」と諦めるのではなく、問題意識をもって「これでいいのだろうか？」
と考えることが大切だと思います。お互いを尊重する社会を目指して、男だから、女だからではなく、「人
間」として歩み寄り理解し合っていきましょう。

　本県の県民意識調査(2016年度）において、初めて「否
定」（48.3%）が「肯定」(45.8%)を上回りましたが、内閣府の
調査と比較すると、肯定する人の割合が5.2ポイント高く
なっています。
　男女別にみると、男女共に、2007年度調査と比較すると
肯定する人の割合は減少し、否定する人の割合は増加し
ていますが、依然として男性では「肯定」（51.4％）する人
の割合が、「否定」（43.6％）する人の割合より7.8ポイント
高くなっています。

男女共同参画地域推進員から no.2 森田 啓子  節和 美奈子  里 明美

データから考える男女共同参画

夫は外、妻は家の意識推移

鹿児島県「鹿児島の男女の意識に関する調査」（平成19・23年度）/鹿児島県「男女共同参画に関する県民意識調査」（平成28年度）
総理府「婦人（Ⅰ部）に関する世論調査」（昭和54年度）/内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成19・28年度）

農業者年金加入で、
安心して年金の積み立てを。

積立方式・確定拠出型だから安心して積み立てがで
きる。それが、「農業者年金」です。
国が支える、終身年金の農業者年金は、農業者に
とってメリットがたくさん！
興味のある方は、お近くの農業委員会またはＪＡへ、
お問い合わせください。

①次の要件を満たす農業者なら、誰でも加入OK
　・年間60日以上農業に従事
　・国民年金第１号被保険者
　・20歳以上60歳未満の方
　

②「積立方式・確定拠出型」の年金だから、少子高齢
時代に強い！
　農業者年金は、「積立方式・確定拠出型」の年金
だから、保険料を支払っている方の数や年金を
受給している方の数が変化しても、影響を受け
にくい財政的に安定した制度です。
　

③保険料は月額２万円～６万７千円で自由に選択
できます。
　農業者年金の保険料はいつでも変更可能です。
しかも、いつでも脱退し、いつでも再加入できる
から、 農業経営の状況や老後設計に合わせた年
金の積み立てが可能です。

④農業者年金は終身年金。一生涯受給することができます。
　仮に80歳前に亡くなられた場合は、80歳までに受け
取れるはずだった年金が死亡一時金として遺族に支
給されます。

⑤税制面の優遇措置が大きい！
　支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象に
なります。しかも、経営主が生計を一にする農業者年
金加入者である配偶者や後継者の保険料を支払った
場合は、その合計額が経営主の所得から控除できます。

　
⑥一定の要件を満たせば保険料の国庫補助があります。

　青色申告をしている認定農業者などの要件を満た
せば、最大20年間、保険料の国庫補助を受けることが
できます。

龍郷町農業委員会  ☎（６９）４５２４
JAあまみ龍郷支所  ☎（６２）２０１７問
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龍郷町芦徳835
☎０９９７（６２）２３８５
問 ８:00~22:00
休  なし

このコーナーでは、龍郷町ふるさと納税制度の返礼品として贈呈する

商品やサービスを紹介します。貴事業所でも是非ご検討ください。

ネイティブシー奄美
　目の前の倉崎ビーチ、絶景を望む部屋と自慢の料理、充実したマ

リンサービスが特長のリゾートホテル。年間を通して多くの観光客

が訪れ、ふるさと納税返礼品としても宿泊や食事券、各種マリン

サービスを提供し、人気を博しています。

　レストラン「forest（フォレスト）」は、自家農園産の無農薬野菜を

使用した多彩なメニューが魅力。JAL全路線のファーストクラス機

内食のディナーを監修・考案した料理長が腕を振るう本格的な創

作料理が気軽に楽しめると地元の方にも好評で、奄美の食材を活

かした郷土料理や洋食コースなどがおすすめです。

　冬季限定『ホエールウォッチング』は、スタッフ一押しのマリン

サービス。クジラに近づいた時の感動は言葉にならないほどの衝

撃だとか。体長15ｍ、体重30㌧の大迫力パフォーマンスをぜひ近く

で体感してみませんか？

「ネイティブシー奄美アダン
オンザビーチ」ホテルペア宿泊券
1泊素泊まり   セミダブルツインベッド

寄附額90,000円

ネイティブシー奄美内
「レストランforest」
コースお食事券1名様分

 寄附額15,000円

きゅら海 奄美の海を
　　　   体験ダイビング
ランチ＆機材フルレンタル付き
 水中写真プレゼント

寄附額40,000円

※龍郷町へのふるさと納税は町外の方のみです。

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

※返礼品は寄附額の3割以下となります。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集
要領」に基づき返礼品の登録事業者を随時募集して
います。新型コロナウイルスの影響を受けている事業
者の皆様からのご相談も受け付けておりますので、詳
しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎６９-４５１２

この記事を書いた人
地域おこし協力 隊 辰巳奈緒子

　　　　　ふるさと納税ポータルサイト
『さとふる』『ふるさとチョイス』に掲載して

います。または龍郷町ＨＰをご覧ください。

　　　　　返礼品一覧を送付いたします。お電話も
しくはメールにてご住所・お名前をお教えください。
龍郷町役場企画観光課☎０９９７-６９-４５１２

メール  kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp

A m a m i o s h i m a T a t s u g o

龍 郷 町 ふるさと納税

好きな自治体へ寄附ができる「ふるさと納税」 ふるさと返礼品を登録したい方
ほかにもまだまだ返礼品をお選びいただけます。
ＷＥＢで

電話で



令
和
３
年

３
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

子
ど
も
医
療
費

助
成
金
制
度

男
女
共
同
参
画

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

車
い
す
駐
車
場

空
き
家
バ
ン
ク

農
業
者
年
金

●一般書● ●児童書●

・『この恋は、ぜったいヒミツ。』
このはな  さくら/スターツ出版

・『ダーウィンのミミズの研究』新妻  昭夫/福音館書店
・『いのちを救う災害時医療』森村  尚登/河出書房新社
・『渋沢栄一と一万円札物語』オフィス303/ほるぷ出版
・『スーパービジュアル恐竜図鑑』

ジョン・ウッドワード/講談社
・『ウィルとはるのおきゃくさん』

リンダ・アシュマン/光村教育図書
・『こども統計学』バウンド/カンゼン
・『あっぷっぷのぷ～』あいはら  ひろゆき/サニーサイド
・『カシャッ！』北村  人/ポプラ社　　　　                      他

・『パッションフルーツ』米本  仁巳/農山漁村文化協会
・『きもの解体新書』中谷  比佐子/春陽堂書店
・『ムラヨシマサユキのクッキー』

ムラヨシ  マサユキ/西東社
・『天を測る』今野  敏/講談社
・『スマホ脳』アンデシュ・ハンセン/新潮社
・『農薬に頼らずつくる虫といっしょに家庭菜園』

小川  幸夫/家の光協会
・『ヒトの言葉機械の言葉』川添  愛/KADOKAWA
・『汚れた手をそこで拭かない』芹沢  央/文藝春秋
・『〈うた〉起源考』藤井  貞和/青土社　　                           他

令和 3 年3月号
　　ついに卒業シーズンですね。新しい環境に向けて大忙しのこの時期。
ぽかぽかと暖かい日も続くいっぽう、急に冷え込むこともあります。体調に気
を付けて過ごしたいですね。

問 りゅうがく館事務室　☎62-3110

鹿児島県の歴史入門
麓  純雄/南方新社
　鹿児島に人が住み始め
たのはいつ？大隅半島に
大規模古墳が多いのはな
ぜ？島津氏はいつ、どこ
からきたの？元・小学校
の校長先生が教える鹿児
島県の基礎知識。

夜明けのすべて
瀬尾  まいこ/水鈴社
　パニック障害の男性と、
PMSに悩む女性。互いに
恋も友情も感じていない
けれど、おせっかい同士
の二人。支えあいながら
自分を取り戻していく心
に優しい物語。

ぼく、仮面ライダーに
なる！ セイバー編
のぶみ/講談社
　 かんたろうは、仮面ラ
イダーがだいすき。幼稚
園でも、セイバーの剣を
作っています。ある日、敵
が現れて…？

ぶっ飛び！科学教室
ヘレン・アーニー/化学同人
　右足を時計回りに回し
ながら、右手で数字の６が
書けないのはなぜ？自分
の体や身の回りにあるも
ので簡単にできる実験や
気になるおもしろ科学ネ
タをたくさん紹介します。

蔵書点検のお知らせ
りゅうがく館図書室は、蔵書点検のため下記の期間中休室いたします。

　期間　     3月8日(月)～3月14日(日)
　利用不可

　蔵書点検とは

蔵書点検のお知らせ
りゅうがく館図書室は、蔵書点検のため下記の期間中休室いたします。

　期間　     3月8日(月)～3月14日(日)
　利用不可

　蔵書点検とは

図書室の立ち入り
本の閲覧・貸出
閲覧机の利用

本の返却
新聞のみの閲覧
２階や講堂など、図書室以外の利用

図書館の本がきちんと揃っているか、正しく並んでいる
か、破れた本はないか等を確認する作業です。蔵書の
すべてを1冊1冊確認するため、非常に時間がかかりま
すが、図書室にとって大切な作業となります。ご不便を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　利用可能

※令和３年 3 月 14 日に予定しておりました生涯学習講座閉講式は新型コロナウイルス感染拡大防止の
　ため中止とします。ご了承ください。
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令
和
２
年
度
新
規
採
用
と
な
り
ま
し
た
、

農
林
水
産
課
の
板
垣
倫
平
で
す
。現
在
担
当

し
て
い
る
業
務
は
、林
務
・
鳥
獣
被
害
対
策
・

さ
と
う
き
び
・
特
殊
病
害
虫
等
で
す
。

　
出
身
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
龍
郷
町
の
手

広
集
落
で
す
。高
校
卒
業
後
は
、鹿
児
島
の

農
業
大
学
校
で
肉
用
牛
に
つ
い
て
資
格
取

得
や
１
ヶ
月
半
の
農
家
研
修
な
ど
で
牛
の

飼
養
管
理
を
学
び
ま
し
た
。卒
業
後
は
父
と

一
緒
に
浦
で
牛
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、町
の
行
事
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、町
体
育
大
会

や
町
駅
伝
な
ど
に
よ
く
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
て
、郡
大
会
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
で
町
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
関
し
て
は
、昨
年
度
か
ら
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
問
合
せ
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。事
業
で
イ
ノ
シ
シ
防

護
柵
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、被
害
が

多
く
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
も
設
置

を
で
き
て
い
な
い
住
民
の
方
々
が
い
ま
す
。

住
民
の
方
が
１
日
で
も
早
く
安
心
し
て
農

作
物
を
作
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、龍
郷
町
の
さ
と
う
き
び
は
収
穫
量
、

収
穫
面
積
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。今
年

度
設
立
し
ま
し
た
地
域
振
興
公
社
を
中
心

に
、さ
と
う
き
び
の
増
産
・
増
収
を
目
標
に

業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、役
場
に
勤
め
て
１
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。事
務
の
流
れ
な
ど
に
よ
う

や
く
慣
れ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
業
務
で
は
自

分
の
知
識
不
足
も
あ
り
農
家
の
方
や
住
民

の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。周
り
の
先
輩
職
員
に
聞
い
た
り

し
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
、１
日
で
も
早
く

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です

わきゃシマの玉黄金
2 february

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　  　 りひろ

石原 梨敬ちゃん  R２.２.27生

  赤尾木　父  豊   母   翠

　　　　　　　　  　　かいと

鈴木 海仁くん  R２.２.28生

  幾里　父  大輔   母   彩夏

　　　　　　　　  　そうあん

松原 綜安くん  R２.２.29生

  屋入　父  優   母   史香

　　　　　   し ゅ う

碩 志優くん  R２.２.18生

  大勝　父  裕太   母   茜

　　　　　　　　   いちご

髙橋 一護くん  R２.２.13生

  玉里　父  充   母  郁美

　　　　　　　　   いとは

窪田 愛羽ちゃん  R２.２.26生

  中勝　父  真一郎   母   美香

　　　　　　　　   ぶんた

岡山 紋太くん  R２.２.20生

  川内　父  玲央   母  葉菜

お
姉

ちゃん、お兄ちゃんだ～
い

す
き

♥

お
兄

ち
ゃ

ん

達に負けないように強く
な

っ
て

ね
！

た
く

さん遊んで大きくなるぞ
～

！

チ
ャ

ームポイントはニッコリ三日
月

目 じ
ぃ

じ、ばぁば、いつもありが
と

う
♪

おやつ、だいすき～

☆お姉ちゃんがだいすき☆
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ヒメフタバラン（ラン科）

　全長は５㎝ぐらいで花は２～３㎜と非常に小さ

く園内で一番小さなラン科の植物です。小さいため

見つけにくいですが、毎年同じ場所で開花します。

同じ場所で確認できると、周辺に大きな環境の変化

がなかった事が予想されるので、観察員としては見

つけると安心する植物です。

　花が面白い形をしています。探して、実物を見てみ

てください。

日本郵便株式会社様より足踏み式消毒液スタンドを
ご寄贈いただきました。ありがとうございます。

ありがとうございます

㈱アーダン様よりアルコールハンドスプレーを
ご寄贈いただきました。ありがとうございます。

ありがとうございます

小松　ツヤ子さん

大正10年１月11日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

【
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月
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】
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／
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嘉渡９㊋・23㊋

円３㊌・10㊌・17㊌・24㊌・31㊌

安木屋場２㊋・９㊋・16㊋・23㊋・30㊋

瀬留１㊊・20㊏　玉里６㊏・13㊏

浦８㊊　大勝17㊌　川内19㊎

中勝４㊍・18㊍12：00～　下戸口20㊌

中戸口11㊍　上戸口２㊋・16㊋

手広20㊏　赤尾木７㊐・21㊐

芦徳
８㊊・10㊌20：00～・24㊌20：00～・28㊐

３月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～

な
ゆ
た

し
の　

　こ
う
み

よ
う
た
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：６件 2021.2 .3現在

問  役場生活環境課☎（６９）４５２５

■マイナンバーカードをお持ちでない方のうち下記の方は送付対象
となりません。申請される方は町民税務課にお問合せください。
（１）75歳以上の方
（２）乳幼児
（３）在留期間の定めのある外国人住民など別途申請勧奨を行う方
（４）ＤＶ被害者等の居所設定者等を除く方

■申請にあたり、口座番号など上記以外の個人情報の登録を求めるこ
とは一切ありません。

■紙の交付申請書と返信用の封筒も同封されていますので、切手なし
での郵送申請も可能です。

まだ申請されていない方には…ＱＲコード付き交付申請書が順次送付されます

マイナンバーカード申請手続きお済ですか？

QRコードがあればお家で簡単手続き
ステップ１ 交付申請書の右下にあるＱＲコードを

           スマートフォンなどで読み取る

ステップ２ メールアドレス、顔写真データ、生年月日等を登録

            オンライン申請完了！

役場で登録サポート行っています
役場町民税務課では無料写真撮影や申請サポートを行っております。
ぜひご利用ください。

　問　町民税務課　☎0997（６９）４５１９　平日のみ：８時30分～17時15分

QRコード

交付手数料
無  料

申 円・下戸口

秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～
龍郷　毎週木曜　午前9時半～　
大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7時半～
芦徳　第1・３・４・５月曜  午後２時～

■どぅくさ会
　14:00~16:00

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館
　13:30~16:00

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■子育てサロン
　乳幼児対象 10:30~12:00

保センタ…どぅくさぁや館

■楽らく体操教室

■どぅくさ会 玉里

■母子歯科相談　　
13：00～  保センタ
■どぅくさ会
　円・芦徳20:00～

■どぅくさ会
　中戸口
■楽らく秋・龍・大

民児協定例会
■保健センター開放
　子育てサロン
■でぃでぃ
■楽らく川

　
■どぅくさ会  玉里■どぅくさ会

　赤尾木
　　

■保健センター開放
■どぅくさ会
　浦・芦徳

■どぅくさ会
　安木屋場・嘉渡

■どぅくさ会  円■保健センター開放
■楽らく芦
■どぅくさ会　瀬留

議会開会
■1歳半健診　　　
12：30～  保センタ
■どぅくさ会
　安木屋場・上戸口

　
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会  中勝

■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

小学校卒業式
■どぅくさ会
　円・芦徳20:00～

小中学校修了式
■楽らく秋・龍・大 ■保健センター開

放・子育てサロン  
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会
　赤尾木

　

■保健センター開放
■楽らく芦

最終議会
■どぅくさ会
　安木屋場・嘉渡

■どぅくさ会  芦徳
定例駐在員会

■保健センター開放
■楽らく芦

■どぅくさ会   　
　安木屋場

■どぅくさ会　円

■たつごう在宅家
族 の 会 1 3 : 3 0 ～
りゅうがく館和室
■どぅくさ会
　円・大勝

■楽らく秋・龍・大 
■どぅくさ会
　中勝12:00～ 

■保健センター
開放・相談日

■でぃでぃ
■楽らく川
■どぅくさ会  川内

春分の日
■どぅくさ会 
   瀬留・下戸口・手広

■保健センター開放
■楽らく芦

中学校卒業式
■どぅくさ会
　安木屋場・上戸口

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：２月１日

旧：２月15日

龍郷町行事予定3月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31


